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1．はじめに

・2004年 12 月 26 日，イン ドネ シ ア の ス マ トラ島 沖で

M9．0 の 大 規 模 な 地震 が発 生 し，陸内の 建物 の 崩壌な ど

の 被害 とともに，その 後に発生 した 大 津波に よ っ て イ ン

ド洋 沿 岸 の 広 範囲 に甚大な 被害が もた ら され た．被害が

拡大 し た原因の
一

っ と して ， 現地 の人 々 の 地震 ・津波に

対 す る知 識 不 足，防災意識の 欠如 が挙げられ ，現地 で の

防 災教育 の 必 要性が 求め られ た．しか し，自然災害 に対

する知戯 を身 にっ けた い と考え て い る 人は 大 勢い るが ，

教育を行 う習慣 ， 資料， 人 材などが 不足 して お り，防災

數育はままならない 状態で あ る．そ こ で ， 京都大 学清野

純 史助教授の 呼び か けに より股立 し た学生中心の 防災教

甫支援団体 ・京 大防 災教育の 会 （X田omp ）と ， 早稲 田大 学

の 学生 に よっ て 股 立 され た防災 教育支援団 体 ・早大防災

教育支援会（wmSEND）は，ともに早稲 田大学濱 田政則教授

（土木学会次期会長）を中心とした学生主体の 防災教育

支援 プ ロ ジ ＝ ク トに参加 して ， 各会の 代表者 17 名 がイ

ン ドネ シ ア の メ ダン 市お よび パ ン ダ ・ア チ ェ 市 を 肪 問 し

て防災 教育支援活動 を実施 した，

2 ．活動 目的と活勦組織

　地 震 ・津 波 な どの 自然 災 害に 見 舞われ た 子供 た ち に 、

災害に対する知 識を身に つ けて もらい ， 自らの 防災意識

を向上 し て もらうこ とが，本活動の 主た る 目的で ある．
また，號地の 学校 に敏材を提供す るこ とで，今後の 防災

教育の 向上 に も貢献 した い と考え て い る．

　京大防災教育の 会 は ， 横井千 晶 リーダーを中心 に．且3

名の 学生 で 構成され て お り，2005年 6 月 13 同に 発 足 し

た．一方 ， 早 大防災教育支援会は 2005年 6 月 1 日に塚

澤幸子 り一ダー
を中心 に 設 立 され．約 40 名の メ ン バ ー

で構成 され て い る．組織 の 情報交換は り一ダーを 中 心 に

行 い，現地 に行 くメ ンバ ー
は月に

一
度の ペ ース で 合 同 ミ

ー
テ ィ ン グを開い て 今 回 の 活 動に 至っ た．

3 ．イ ン ドネシア で の 活勦内容

　早 稲 田大学濱 田政 則教 授 ，京 都 大学 漕 野 純史助 教 授 ら

を 引 率者 と して．早 大 防 災敏育支援会 と京 大防 災教 育の

会 の ボ ラ ン テ ィ ア グル
ープ に よ る イ ン ドネシ ア の メ ダン

市お よびバ ン ダ ・ア チ ェ 市 におけ る地震 ・津波防災教育
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図 1 防災教育で 用いた ス ライ ド例 写真 1 防災教育の 風景 　N バ ン ダ ・ア チ ェ の 小掌 狡 〜

を 9 月 12 日 か ら3 日間実施した．教育対象相手 に よ り

教育 レベ ル が変化す るため，小 学生担当2 チーム ，中学

生担当 1 チーム 、 高校生 担当 1 チーム の 計 4 チー
ム を形

成 し， 約 20 ヶ所で 防災教脊支援 活 動を行 っ た．さらに ，

現地の 大 学生と，折 り紙や 防災 ソ ン グ を用い て 交流を行

う て きた．本綸文 で は ， 京 大防災 教育の 会が 担当 した 小

学生 を相手 にする 防災教育活動 に つ い て 主に紀 述す る．

（L）京大防災教膚 の会 の防災教育内審

　京大防災教育の 会はメ ダン 市および バ ン ダ ・ア チ ェ 市

で 、 小 学生 を対 象 に 3 ヵ 所 ， 中学 生 を対象 に 1 ヵ 所，針

4 ヵ所 で 防災教育支援活動を行っ た．1 ヵ所 あた り 75〜

150 人 の 子 供 た ち が 参加 した．日本 か らノ
ートパ ソ コ ン，

プ ロ ジェ ク タ「 ス ピーカーなどを持参 し，白い 布をス

ク リーン と して 学生 た ちに ス ラ イ ドシ ョ
ー

を見せ るとい

う方法で 清動を行 っ た．ビ デオカ メ ラ を常時 回 し，活動

風景を記録 に残るもの として保管 した．教育終了時には

ア ン ケート髑 査 を行 い ，学 生 た ち の 授業 に対 す る満 足度

を調査す る
一

方，授業で 脱明で きなかっ た こ と，もっ と

詳 細 に 説 明 レたかっ た 二 と を，A4 用紙 ま た ば CD に ま と

め，現地 に 寄贈 し て きた．さらに 交流時に用い た紙，鉛

筆，けん 玉 などの 日本の 遊び道具を学校に寄贈して きた．
イ ン ドネシ ア 語を用 い て 教育を行い ，細か な脱明は通駅

の 方 を通 して 行 っ た．教育時 間 ， 場所 ， 対象相手 に よ り

多少異 な るが ，教育内容 として ，（2）地震 ・津波 の 発 生

メ カ ニ ズ ム の 説 明 ［15 分 ］， （3）地 震 ・津波莇災 の 脱 明

［10分］，（4）クイ ズ教育［15分L （5》グル ープ ワ ーク ［30

分】，   「稲む らの 火1 の域映匸20 分】を 行 っ た．また ，

津波の 模型を作成 して ，学生た ちに よ り理 解 して もらお

うと試 み た．さらに，（7）交流 の 時 聞を般けて，子供 た

ち， 先生 と接触す る機会をっ くっ た．

（2）地震 ・津波の 発生 メカニ ズムの説明

　小 学生に も理 解 しや す い よ うに ア ニ メを 多 く交 えた ス

ラ イ ドを 用 い た，表
一1 の ア ン ケート鯛査 か ら もわ か る

よ うに，少 しで も理 解 した とい う学生が全体 の 9 割 に 逮

し ， 私 たちが防災敏育を行 っ た 成果が みえた．しか し，
地 震 ・津波 発 生 メ カ ニ ズ ム の 知 識 が ほ とん どな い 小学生

に は難 し く，さらに
一

度の 授業 で 多 くの こ と を理 解 して

も らお うと した た め ， 理 解の レ ベ ル は低 い 結 果 とな っ た

の が残 念で あ っ た．今後の 課題 と して は ， 教育項 目を絞

り，子 供 た ちが よ り わか りやす い よ うなス ラ イ ドの 作成

が 必 要で ある と考 え られた ．

（3）地震・津波防災の 脱明

　 （2）と同様 に，ア ニ メ を多 く交えた ス ライ ドを用 い て

教育を行 っ た．防災の 脱 明は ， 地震 ・津波の 発 生 メカ

ニ ズ ム の 説明 よ り も理解度は 高かう た．小学生 に は よ り

身近 な もの で あ b．ま た ス ライ ド数も少 な く短 時間で 行

っ た た め だと考え られ る。ただ，日本とイ ン ドネシ ア の

構造物 の 耐震性や防災教育状況の 違い か ら，い くつ か の

間 題 が 生 じた．た と えば ，
「地震 が 発 生 した とき机の 下

に 隠 れ る よ り，す ぐに 学校の 外に 逃げ出 すほ うが い い の

で は な い の か ？』、　 「津波が 発 生 した とき に ，
ビ ル の 上

階に避難 し た場合，ビ ル が崩壊する危険が あるの で は な

い の か ？」 とい う質問 が あ っ た 時は ， 答 え方に戸惑っ た．
日本 で は 幼い こ ろ か ら防災教育が施 され て お り，また 構

造物 の 耐震能力 が高い こ とか ら，こ の よ うな質問 は あま

り考えられない ． 「構造物の 状態を自分で 判断 して，避

難 方 法 を選択す る，」 と返 答 した が，小 学 生た ちに は藁

しい 返 答に なっ て しまっ と考えられ る．こ こ に，私たち

の 知 識 ・勉強 不 足 と，海外 で の 防 災 教育 の 難 し さを再 度

確 認 す る こ とな り，今後 団体 と して の 躁 題 の
一

つ となっ

た．

（4）クイズ教育

　教育の 途中で ク イ ズ を用い る こ とに よ り，小 学生た ち

の 理解度をチ ェ ッ ク する とともに，さらなる理解を促進

した ．ま た ， 通 駅 の 方を通 して で あ るが ，私 た ちと会話

す る こ とに よ り， （2）， （3）で脱 明不足 に な っ て い た部分

を脱 明 で き て，非 常 に効果 的な教育で あっ た と考えられ

る．子供た ち は非常に 元 気が よ く ， クイ ズ に積極的に取

り組 ん で い た姿が 印象的で あ o た，

〔5） グループワーク

　テ
ー

マ を与 え，自分た ちで 地震 ・津波か らの 防災に つ

い て 考 えて も らお うとい う意図 か ら この數育を行っ た．
10 人 くらい を 1 グル

ープ と し て，子 供 た ちで 話 し合 っ

て 回 答を導い て もらっ た． 「今，地震が発 生 した らあな

た は 何 に注 意 し ます か ？」 な ど 3 つ の テ
ー

マ をグル
ープ

に 分けて問い か け ， 話 し合 っ た 内容 を 、 代表者に 前にで

て も らい 発 表 し て も らっ た ．子供独特の 奇抜な 考え もあ

り、 子 供 だ けで な く我 々 に も非 常に よい 場 となっ た．発

表原稿 は模造紙に 貼 り付 け，今 後の 防 災教 育 に 役 立 て て

ほ しい とい う願い を込めて，各学校 に残 して きた．子 供

た ち が非 常 に活 発 に 取 り組 ん で い る の を見て ，意 義 あ る

教育が で きた と考え られ る L
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衷 1　 ア ン ケート結果 （学校別 ）

12日 thOQ〜IISO　Belawan　P丁．　Ptindo（97枚）

123 無回答 計

P−1216610 0 97

P−260323 2 97

13日8忍ONII ：30　SDN 　41校 （106放）

写真 2 交流の 風景　僧バ ン ダ ・アチ ェ の 小 学校一

  アニ メ r稲むらの 火亅の 放映

　「稲む らの火亅とは，150 年醜 の 日本 の ある海沿い の 村

で地震が発 生 し， 瞬時 に津波襲来の危険性 を察知 した庄

屋 ・吾 平が，村人 た ち を丘 の 上 まで 誘導す るため ， 大切

な稲む らに火をつ け る とい う物話 で あ る．地震 ・津波防

災教 育で は 有名は 物請 で あ り、日本 で の 防災教育 に も用

い らる こ とが ある．今活勧で は，イ ヒ ドネシ ア 踏 に 翻訳

され た 「稲む らの 火」 を用い ，防災教育の
一
環 として放

映 し た．学生たちは非滯 に興味深 く観賞 して い た の で，
ア ン ケートは現在集計中で あ る が，よい 結果が得 られ る

と考 え られ る．

123 無 回 笹 計

P−1332B1431106

P−241 惣 1726106

P−34924231106

凹 3436729106

13 日14；OO −・16mo 　 SMP 闘  ● rl　1校 （75枚）

竃 23 癜 回 管 計

P −112630 o 75

P凾25916o o 75

図 32411 1 75

14日8；30NllBO 　 S酬 32校 （142枚）

（7） 交 流

　地震 ・津波被害により心に大きな痛手 を負っ た子 供 た

ち を励 ます とい う目的で 交流時冏を設けた．日本の 遊び

道具 （折 り紙，けん玉 など），日本の 写 真，サ ッ カーボ
ール な ど を用 い

， 学生 た ちとの 交流を楽 しん だ．子供た

ち に は，私 た ちが 心 配 して い た ほ ど悲 し い 表情は なく，
交流時間を楽 しん で い る姿を見 て ， イ ン ドネシ ア に住む

子 供た ちの 心 の 強 さが 印 象 に 残 っ た．だ が，そ の 様子 を

見て い た 現地 の 先生たちに は ，心か らの 笑 顔は なか っ た

よ うに見 えた．　「地 震 ・津 波被害に よ り両 親を 亡 く して

い た り， 行 方 がわ か らな くなっ て い る子供がたくさん い

る こ とを考 える と辛 い 」 とい わ れ た，さ らに 先生 た ちの

顔 か らは地 震 ・津 波 被害が 二 度と起きない ように とい う

強 い 気持ちが 見 られ た．防災教育の 最後 に先生 ら と交わ

した 強い 握手 と 「terima 　kasih」 （あ りが と う）とい う言

葉に は，そ の よ うな強 い 気持ちが 含まれて お り ， 私 た ち

が行 っ た 防災 教育支援活 動 の 正 当性 が感 じ られ た．

4 ．防災教育支援活動に対するア ン ケー ト醐査

　訪 問 した各 挙校 で ア ン ケー
ト躙 査 を行 い ，

　　 1．非常に満足 した

　 　 2．少 し満 足 した

　　 3．満足 して い ない

の 3 段 階騨価 をそ れ ぞれ の 質問 に 対 して 回 答 して もらい ，
結果を表 1に ま とめ た、な お，各学校 で 実除に 行 っ た教

育 内容 の みア ン ケートの 対象と した ．

　ア ン ケート結果 よ り，地震 ・
津波防 災 の 理 解度は 高 く，

地 震 ・津波の 発生 メ カi ズ ム の 理解度は 低い とわか っ た．
グル

ーブ ワ
ーク を行 っ た 学校 で は ，よ く理解 で きた とい

う回 答 を多 く頂 き 、非 常 に い い 成 果 が 得 られ た．津

123 無 園答 計

P−1488149 142

P−2953269 142

P−31032667 142

P−4468358 142

波模 型 の 脱 明 は ， 希望 者の み に展 示 す る とい うこ とに な
っ た が ， 生徒たちには 好印象で あ っ た と考え られ る．

5 ．津波被害の視察

　防災教 育支援 活 動 を行 うと ともに ，教青外 の 時 間を利

用 して バ ン ダ ・ア チ ェ 市の 津波被會の 状況を視察 した．
2 日間 に わ た り，バ ン ダ ・

ア チ ェ 北部地方，西部 地方 を

巡っ た．地震 ・津波発生からお よそ 10 ヶ月 が経過 しよ

うと し て い るが
， 都市の 主要箇所以外は復興され た形跡

が ほ とん どな く，その ままの 状態で あ っ たの が印象的で

あ っ た．その 中で
， 特 に印象深 か っ た の は，津波被害が

深刻 で あ っ た バ ン ダ ・ア チ ェ の 北 部 地 方 を視察 した時に，
村の 中央に不 自然 と存 在 す る巨大 発電船（写真 3）で あっ

た．巨 大発 電 船の 重 さは fe　2．5 千 トン で あ り， 約 2  離
れ た 北海岸か ら流され て きた もの で あ っ た．周辺 を見渡

す と無残 に倒 され た木 々 と今に も崩壊 し そ うな家屋 が あ

り，津 波被審 の現状を強 く目に 焼き付ける風 景で あっ た，

6 ．まとめ

　今 回 の 活 励の 目的は ，私 た ちの 地霞 ・津 波の 知識 をイ
ン ドネ シ ア の 子 供 た ち に伝 え ， 災害に対す る知識 を身に

つ けて もらい ，自らの 防 災意 職 を 向上 して もら うこ とで
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写真 3　発竃船 　N バ ン ダ ・アチ ェ 北都〜

あ り，今後の 防災教育に 貢献す る こ とで あっ た，ア ン ケ
ート結果か ら全体の 9 割以上 が 理解で きた とい う結果 を

得 る こ とがで き ， 本 活 動 の 当初の 目標 は逮成 され た もの

と考えられ る．私たちの 教えた い とい う気持 ち と， 学生

たちの 学び た い とい う気持ち が 交 錯 し，とて も懲義ある

活動 だ っ た と考えられ る．しか し，私 た ちの 地震 ・津波
に対 する知 職 が ま だ ま だ 不足 して お り．，随所に 先生に 助

けを被 っ た点は 今後活動を続けて い く上で の 反省点 で あ

る．ま た，私 た ち が 教育を行 うに あた り ， 学生との 距離
を近 づ けるた め に イ ン ドネシ ア 語で 教育を行っ た が，通

駅 の 方の 力を借 りる こ とが多く．，私 た ち の 真意が学生た

ち に しっ か り伝 わ e た か ど うか に 不 安 を残 した．だが，
決 して 忘れ ては ならな い の は 日本 とイ ン ドネシ ア の 経済

状況 ， 防災教育状況の 違 い で あ る ．地震 ・津波被害か ら

10 ヶ 月近く経過 しようとして い る が ，
バ ン ダ 。ア チ ェ

市 の 人 も建 物 も ， ま だ 苦 しん い る様 子 で あ っ た．こ の よ

うな災害を軽減で きるなら、活動を継続 して い く意義 が

あ り， 必要性が あると感じた．防災教育活動ボ ラン テ ィ

ア は 継続 されなければな らな い ．今 回 の 活動 で 現地 の

人 々 と接触す る こ と ， 被害状況を 目の 当た りに する こ と

で 防災教育の 重要 性が 再確誘 で き，これ か らの 私 た ちの

蓿 動 の 重要 性 を 再度認識 した．
　 ま た，今回は 京大防災歡育の 会 と早 大 防災教 育 支援 会

が一
っ の ボラ ン テ ィ ア グ ル

ープ として 活動で き，お互い

の 意見 を交換 しあえた り，お 互 い の 教育内容 を真直で見

る こ とが で きる など非常に よい 点 が多くあっ た．今後も

同 じ目的を持つ 団体とし て
， 協力 して い きた い ．

写真 4　グル
ープの 集合写真

し て頂 い た こ とに 心より態謝い た しま す．
　 内 閣府中央防災会議メ ン バ ー

危機管理 教育ア ドバ イザ
ー

の 国 崎慣江 女史に は，防災教 育歡材 の 提 供 を して 頂き

ま した 。 ま た現地 で も適切な助言をして 頂き，私たちの

活動を支 えて 頂い た こ とに 心 よ り感 謝 い た しま す．
　飛島建股の 三 輪茂技術開発部長には、防災教育支援活

動 の 会議に参加 して頂き、 多くの 助言 を して 頂 い た こ と

に深 く慾謝い た します。
　メ ダン 市の 私 立 チ ュ ・ニ ヤ ・デ ィ ン 大 学お よ び バ ン

ダ ・ア チ ェ 市 の 国 立シ ャ ク ワ ラ大挙の 教員，学 生 の 方 々

には 數育の 場を股けて 頂き， ご同行頂きま した ．深 く感

謝 い た しま す。
　京都大学 工 学研究科の 蜘 1yD　Harris　 hadon 博 士 ，
Janhir　Safani 博士 に もイ ン ドネ シ ア語 の 資料作成 ， 発

音練習に協力 して 頂き，深 く感謝い た します．
　京都大学 工 学研 究科の Chales　Scavthom 教授 には適

切な助雷を 頂き、活 動を支え て 頂 きま した e さ らに 同研

究科の 小野祐輔助 手 に は，京大防災教育 の 会の 相談役 と

して 数多くの 助書 を 頂 き，ま た活動 に 必要な備 品を貸 し

て 頂きました．秘 番の 和 田麻友 巳女史に は、航 空 券の ア

ドバ イ ス や 活 動 資金 の 管理 を して 頂 き ， 私 た ち の 活動を

支えて 頂きま した．

　 そ の 他，多 くの 方 々 に支 えて 頂 き，本 活 動 を 行 うこ と

ができました．上記の 方々 を含め，改め て こ こ に感謝の

意を表 した い と思 い ます．

　最後 に ， 今回 支援活動 の 準備を と もに 行 っ て き た メ ン

バ ーを以 下に 記 しま す．
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